
令和６年度 中央公民館成人講座（後期着付教室）受講者募集
　御坊市内に在住・在勤・在学の方ならどなたでも参加できます。
　令和６年8月１日(木)から申込受付を開始いたします。

♦講　　師　三原　真理子　先生（山野流）
♦期　　間　令和６年10月２日～12月18日（全12回・毎週水曜日）
♦時　　間　19：00～21：00　　　　　　　　
♦場　　所　中央公民館 ２階和室　　　　　　
♦受 講 料　無料　　　　　　　　　　　　　　　　
♦内　　容　浴衣の着付け方、細帯（半幅帯）の結び方、着物（小紋）の着付け方
　　　　　　名古屋帯で一重太鼓・袋帯で二重太鼓の結び方練習
♦持 ち 物　紐２～３本・伊達締め２本・前板１本・タオル１枚・半巾帯１本
　　　　　　洗濯バサミ２個・着物（ゆかた、ウール、長襦袢）・肌襦袢１枚・筆記用具
♦定　　員　15名（先着順）        　　　　　　　　　　　
♦募集期間　令和６年８月１日（木）～10月１日（火）平日8：30～17：15
※女性向けの内容となっています。ご了承ください。

♦申込方法　電話、窓口、電子申請　
　　　　　　右の二次元コード、またはURLからもお申し込みいただけます。ぜひご利用ください。
　　　　　　https://logoform.jp/form/eUsp/114021
　　　　　　※申込フォーム公開は８月１日（木）からです。

♦問い合わせ　中央公民館　☎0738-22-0424　FAX0738-24-0532

花火遊びの火災予防について ～ルールを守って楽しい花火～
　夏の風物詩といえば「花火」です。今年も子どもたちが花火遊びをする季節を迎えます。きれいで楽しい
花火も正しい遊び方をしないと火事になったり、やけどをすることがあります。花火遊びを安全に楽しむた
めに次の注意事項を守ってください。

♦注意事項
・花火に書いている遊び方や注意書きをよく読んで必ず守りましょう。
・花火を人や家に向けたり、燃えやすい物の近くで遊ばないようにしましょう。
・風の強い時は、花火遊びはやめましょう。
・大人と一緒に遊びましょう。
・正しい位置に正しい方法で点火し、手持ちの筒もの花火は、手の位置に注意しましょう。
・衣服に火がつかないように注意しましょう。
・たくさんの花火に、一度に火をつけないようにしましょう。１本ずつ遊びましょう。
・花火は、途中で消えても筒をのぞかないでください。点火するときや途中で火が消えたときには特に注意しましょう。
・花火をポケットに入れたり、花火を分解して遊ぶことは危険です。絶対にしてはいけません。
・水バケツを用意し、遊び終わった花火は水につけて完全に消しましょう。

♦服に火がついたら
・大声で助けを求め、衣服を素早く脱げる場合は脱ぎ捨ててください。
・近くに水があれば、水をかぶって消火してください。
・近くに水がない場合は、決して走り回らず、地面に火を押しつけて消しましょう。
　※走ると風を受けて、かえって火が大きくなってしまいます。

♦問い合わせ　消防本部 予防課　☎0738-22-4899　FAX0738-24-2182

国保年金課　☎0738-23-5530
FAX0738-24-2890

国保年金課からのお知らせ
国民年金保険料の追納制度（後払い）について

年金相談会のお知らせ
　年金記録の確認、年金の請求、年金見込み額の試算など、国民年金・厚生年金についてのご相談・お手続
きをお受けします。ぜひ、ご利用ください。
♦日　　時　９月19日（木）
　　　　　　10：00～1１：30、13：00～15：00
♦場　　所　市役所１階会議室101・102
♦申し込み　田辺年金事務所 お客様相談室
　　　　　　☎0739-24-0432　※電話予約が必要です。
　　　　　（相談日の１か月前から予約を受付しています。）

　国民年金保険料の免除・納付猶予や学生納付特例の承認を受けた期間がある場合、保険料
を全額納付した場合と比べて、将来受け取る老齢基礎年金の年金額が少なくなります。
　しかし、免除・納付猶予や学生納付特例期間の保険料は、10年以内であれば、古い期間
から順に、あとから納めること（追納）ができます。ただし、老齢基礎年金を受け取ってい
る方は、追納できません。
　追納した期間は、保険料を全額納付した場合と同じ扱いになり、老齢基礎年金の年金額を
増やすことができます。追納する場合は、お近くの年金事務所、または国保年金課でお申し
込みください。

♦追納する保険料の額 
　令和７年３月31日までに追納する場合の保険料額は、下の表のとおりです。
※保険料の免除・納付猶予や学生納付特例の承認を受けた期間の翌年度から起算して、３年度目以降に保険料を追
納する場合は、当時の保険料に経過期間に応じた加算額が上乗せされます。ただし、令和４年度と令和５年度の
月分には加算額はありません。

♦追納できる期間
　追納が承認された月の前10年以内の免
除・納付猶予や学生納付特例の承認を受け
た期間に限られています。
例）令和 6年４月分…令和16年４月末まで
　　平成26年８月分…令和 6年８月末まで

平成26年度の月分
平成27年度の月分
平成28年度の月分
平成29年度の月分
平成30年度の月分
令和 元年度の月分
令和 ２年度の月分
令和 ３年度の月分
令和 ４年度の月分
令和 ５年度の月分

15,460円
15,790円
16,460円
16,670円
16,500円
16,560円
16,670円
16,710円
16,590円
16,520円

11,600円
11,840円
12,340円
12,510円
12,370円
12,420円
12,500円
12,530円
12,440円
12,390円

7,730円
7,890円
8,230円
8,330円
8,250円
8,270円
8,340円
8,350円
8,290円
8,260円

3,860円
3,950円
4,110円
4,170円
4,120円
4,140円
4,160円
4,170円
4,150円
4,130円

全額免除
（納付猶予・学生納付特例） ４分の３免除 半額免除 ４分の１免除

【月額】
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